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風車メーカー
：ﾅｾﾙ・ﾌﾞﾚｰﾄﾞ

タワー製造

基礎メーカー
：基礎製造

サプライヤー
：風車、基礎の
部品供給 等

EPCI事業者
：資機材搬入
：プレアッセンブル
：SEP船積込
：海上工事
（基礎設置、風車設置、
ｹｰﾌﾞﾙ敷設等）
：陸上工事
（変電所建設、管路工
事等） 等

発電事業者、風車メーカー、Ｏ＆Ｍ業者
：運転管理（監視制御等）
：風車（ﾅｾﾙ、ﾌﾞﾚｰﾄﾞ、ﾀﾜｰ）の定期点検・部品交換・修理
：基礎の定期点検、修理、清掃
：突発事故や故障への対応
：交換部品等の保管管理
：洋上風車への人員・部品輸送（CTV・ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ等)等

発電事業者
：環境調査

風況調査

地盤調査
：環境アセス 等

調査開発、
促進区域の
指定

公募・
事業者
選定

資機材
生産

建設 運用・維持管理（Ｏ＆Ｍ） 撤去
認証、
工事
計画

1～2年 20数年1～2年 1～2年 2～3年 1～2年3～5年

※「洋上風力発電を通じた地域振興ガイドブック（R4.2月）」（国土交通省港湾局）を基に
北海道開発局港湾空港部作成

●産業集積港

洋上風力発電のフェーズ（時間軸）

〇洋上風力発電のフェーズは、調査開発～公募・事業者選定～資機材生産～建設～運転～撤去の段階があり、
実際に開発が決定（事業者選定）してから撤去まで、約30年にわたって地域との関係が発生することになる。

〇資機材調達をほぼ海外に依存している現地点では、地先の洋上風力発電所の建設、運用・維持管理の段階に
おける、地元企業の参入（ビジネスチャンス）や地域での洋上風力関連のクラスター形成が期待される。

●基地港湾

●O＆M港

２．洋上風力の
基本的なことがら



港湾
区域
内

㊴石狩湾新港内
（R6.1運転開始）

㊷鹿島港内

㊵むつ小川原港内 ㊸北九州港内

㊶能代港内・秋田港内
（R5.1全面運転開始）

洋上風力発電に係る促進区域等の位置図（令和７年１０月現在）

凡例
：促進区域 （12海域）
：有望区域（9海域）
：準備区域（17海域）
：港湾区域内（6港）

㊴石狩湾新港内

⑪北海道檜山沖

⑮北海道島牧沖
⑬北海道石狩市沖

⑫北海道松前沖

⑯青森県沖日本海（北側）

⑨青森県沖日本海（南側）

⑳千葉県いすみ市沖

⑲千葉県九十九里沖

㊵むつ小川原港内

⑭北海道岩宇・南後志地区沖

④千葉県銚子市沖

㊷鹿島港内

㉔青森県陸奥湾

㉕岩手県久慈市沖

㉜富山県東部沖

㉝福井県あわら市沖

㉑福岡県響灘沖
㊱佐賀県唐津市沖

㊸北九州港内

①長崎県五島市沖

⑥長崎県西海市江島沖

⑤秋田県八峰町・能代市沖

②秋田県能代市・三種町・男鹿市沖

㊶能代港内・秋田港内

⑦秋田県男鹿市・潟上市・秋田市沖

③秋田県由利本荘市沖（北側・南側）

㉒北海道岩宇・南後志地区沖（浮体）

㉓北海道島牧沖（浮体）

⑩山形県遊佐町沖

⑧新潟県村上市・胎内市沖

⑱山形県酒田市沖

区域名

促進
区域

①長崎県五島市沖 ⑥長崎県西海市江島沖

②秋田県能代市・三種町・
男鹿市沖

⑦秋田県男鹿市・潟上市・
秋田市沖

③秋田県由利本荘市沖
（北側・南側）

⑧新潟県村上市・胎内市沖

④千葉県銚子市沖 ⑨青森県沖日本海（南側）

⑤秋田県八峰町・能代市沖 ⑩山形県遊佐町沖

⑪北海道檜山沖 ⑫北海道松前沖

有望
区域

⑬北海道石狩市沖 ⑱山形県酒田市沖

⑭北海道岩宇・南後志地区沖 ⑲千葉県九十九里沖

⑮北海道島牧沖 ⑳千葉県いすみ市沖

⑯青森県沖日本海（北側） ㉑福岡県響灘沖

⑰秋田県秋田市沖

準備
区域

㉒北海道岩宇・南後志地区沖
（浮体）

㉛東京都八丈町沖（浮体）

㉓北海道島牧沖（浮体） ㉜富山県東部沖（浮体）

㉔青森県陸奥湾 ㉝福井県あわら市沖

㉕岩手県久慈市沖 ㉞和歌山県沖（東側）

㉖千葉県旭市沖 ㉟和歌山県沖（西側・浮体）

㉗東京都大島町沖（浮体） ㊱佐賀県唐津市沖

㉘東京都新島村沖（浮体） ㊲長崎県五島市南沖（浮体）

㉙東京都神津島村沖（浮体） ㊳鹿児島県いちき串木野市沖

㉚東京都三宅村沖（浮体）

事
業
者
選
定
済

㉟和歌山県沖（西側・浮体）

㉞和歌山県沖（東側）

⑰秋田県秋田市沖
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㉗東京都大島町沖（浮体）
㉘東京都新島村沖（浮体）
㉙東京都神津島村沖（浮体）
㉚東京都三宅村沖（浮体）
㉛東京都八丈町沖（浮体）

函館港

※北海道開発局港湾空港部作成

㉖千葉県旭市沖

㊲長崎県五島市南沖（浮体）

㊳鹿児島県いちき串木野市沖

２．洋上風力の
基本的なことがら
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着床式洋上風力発電の施工方法 ２．洋上風力の
基本的なことがら

〇着床式洋上風力発電の施工にあたっては、SEP船による風車本体の設置に加え、基礎部材の製
作・設置、洗堀防止材の設置などの作業が発生する。

SEP船による本体設置

資料：GPI

海域での作業が無い時期は母港で待機・準備

石狩湾新港港湾区域内での作業の様子

施工方法のイメージ

基礎の設置

基礎製作 本体部材輸入

組立

海域で設置

輸送・保管

洗堀防止材設置、
ケーブル敷設など

資料：GPI



浮体式洋上風力発電の施工方法

〇浮体式洋上風力発電の施工にあたっては、①浮体製造、②浮体保管、③アッセンブリ、④設置海
域というシナリオが基本となる。

12
※洋上風力発電の導入促進に向けた港湾のあり方に関する検討会（令和6年度第3回）資料を基に北海道開発局港湾空港部作成

２．洋上風力の
基本的なことがら



３．道南地域の港湾の強みと今後の可能性

■函館港の強み（特性）
①一定の水深・延長を有する公共岸壁が複数存在（10mを超える岸壁あり）

②造船所(ドッグ) が港近傍に立地
③新幹線、高速道路、空港、フェリーとのアクセスが良好
④その他（人口約24万人の中核市、観光都市、・・・）

■瀬棚港・江差港・松前港の強み（特性）
①一定の水深・延長を有する公共岸壁が複数存在
②洋上風力発電エリアに近接し、アクセス性が高い
③周辺エリアに砂利・砂・石材等の鉱産品の生産地
④管内の４つの新幹線駅や高速道路とのアクセスが良好

13

Googleマップ

Googleマップ

Googleマップ

Googleマップ
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３．道南地域における洋上風力関連の現状

〇令和７年９月、函館市とJapan Wind Farm Construction㈱は，函館港をSEP船の母港とすることに
向けた協定を締結。函館港は、これまでも各種船舶の修繕拠点としての役割を担っている。

〇また、今月１７日には事業者が、道南地域において洋上風力人材の育成に向けた環境整備の検
討を開始することを公表。

船舶修繕拠点

・函館市とJWFCは、函館港をSEP船母港
とする協定を締結。

・ 協定では、JWFCが地域産業への優先
発注に努める旨が定められている。

SEP船母港

※協定事項（抜粋）
•JWFCは、経済的合理性を前提に、洋上風力発電設備の建設
およびSEP船の運用に必要な部材・資機材等の調達について、
渡島・檜山管内の地域産業への優先発注に努め、⾧期的な地
域経済の発展に貢献することを目指す。

・函館港には既存の船舶修繕産業が形成され
ている。

函館港函館港機関、艤装品、
鋼材の移入

フェリーや艦艇の修繕・点検

新造船

の輸出

３．道南地域の現状と
今後の可能性

洋上風力発電のメンテナンス人材育成

・陸上訓練施設は江差町内、海上訓練施設は函館市内
を拠点として整備

・せたな町の施設活用も含めて検討

・上ノ国町では、町、教育委員会、学校とも協力して一
貫した教育体系の創設を目指す


